
エシカルとは…
『人や社会、地域、環境などにやさしいものを購
入・利用する消費行動やライフスタイル』のこと。
ここでは学生のエシカルな活動を紹介します！

『パスレル』は食品ロス削減を目標とし
フードドライブや子ども食堂などの活動を
しています。今回の自販機の設置は、セカ
ンドハーベスト名古屋さんとコカ・コーラ
さんからお声掛けいただきました。この自
販機は、売り上げの一部がフードバンクの
運用費用に充てられます。活動を通して食
を必要としている人々に目を向けるきっか
けとなってほしいです。

ビジネス学部３年 村松優

『久遠チョコレート』は、障がい
をもつ方やママさんなど多様な方
々によって造られています。チョ
コレートは、製造中に割れてしま
っても溶かして作り直し、販売で
きます。学生スタッフで商品を買
うことがエシカル消費であること
を伝え、販売をおこないました。
私はこの活動で就労支援について
初めて知ったので、商品を実際に
買い、広めていきたいです。
健康医療科学部４年 神谷結衣

『ユニこまPlus⁺』では、「ユニバーサルデ
ザインで困っている人にPlusを」を意味する
団体名のもと、障がいがある方の洋服リメイ
クを行っています。障がいによる着脱の困難
などに関わらず好きな服を着られるよう、当
事者さんと衣料品店、リメイク専門店である
ママのリフォームさんなどの企業を繋ぐ役割
を担っています。服を自由に選べない方がい
る現状、リメイクでその現状を変えられるこ
とを多くの人が知るきっかけになるように活
動しています。

福祉貢献学部３年 松浦実咲

『そとそと』は、愛知県豊田市
の魅力発信を行っています。活
動では豊田市でジビエという鹿
や猪による農作物被害が大きな
問題となっていること、捕獲さ
れた9割以上が廃棄されている
ことを知りました。そこで今年
度からは鹿肉や猪肉の利用を促
進する活動を始め、現在は地域
の方と共同でジビエ弁当の開発
や鹿革を利用したワークショッ
プの企画を行っています。
今後も「獣害」とされてきたジ
ビエを有効活用する方法を考え
ていきたいです。

交流文化学部２年 近藤南帆

『エコのつぼみ』は、竹が生態系
に悪影響を与える存在としてでは
なく、竹を有効な資源として活用
していくことを目的としています。
主な活動として竹林整備とそこで
間伐した竹を活用したワーク
ショップの開催があります。竹は
燃やして竹炭にすることで肥料や
消臭、除湿などの効果を持ちます。
子どもから大人まで環境問題を身
近にとらえてもらい、未来の環境
のためになる活動が長く続けられ
るよう取り組んでいきたいです。

交流文化学部３年 橋本栞里

『まざって長久手フェスタ』では、食品
プレートを再利用し、おしゃれな小物に
変えるという活動をしました。このイベ
ントでは食品プレートが6種類あり、そ
れぞれ生まれ変わりやすいものが違うと
いうことを知りました。リサイクルする
際にこれらを分別すると、無駄なくリサ
イクルできることを学びました。
ボランティアに参加することで自分の学
びにもつながるので、より多くの活動に
今後も参加したいです。

人間情報学部１年 藤田歩美

“本誌を折ってくださった方々”
私たちは、就労準備に力を入れてい
る放課後等デイサービスのYくまーず
未来春日井nextです。子どもたちに
「働くこと」の実践的な体験をして
もらうために、チラシ折りをお手伝
いさせていただきました。
楽しい、ワクワクする気持ちから
「好きなこと」を見つけ、強みにし
ていく支援を目指しています。



-- 伝えたい、SDGs大学生のチカラ ---- サイクルdeエシカル ---- コミュカフェ --

本誌は、愛知淑徳大学
CCCの学生スタッフが
制作しました。
ぜひご覧ください!

今回のコラボ通信は
エシカル特集です！
普段聞き慣れない
エシカルについて、
考えてみませんか？

学生が学外で生きた学びを得られるように支援する教育機関です。地域、社会、

世界の人々と出会い、協働することで、大学で学んだ知識を活きたものにしていけ

るようサポートしています。これまでに、多くの学生がＣＣＣを通して地域に飛び

出し、NPOや市民団体、企業などと連携して共に活動しています。

ぜひ、ＣＣＣに1度足を運んでみてください☆

コラボ通信
地域に根ざし、世界に開く

CCC(コミュニティ・コラボレーション・センター)とは･･･
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